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〈備考〉
宿泊施設 : IITGキャンパス内 ゲストハウス　
シンポジウム参加費パッケージ（シンポジウム参加費、施設見学、交流会等を含む）の支払いは各人現地にてお支払いいただきます。

岐阜大学グローカル推進機構 特任教授　三輪真一
E-Mail: miwa.shinichi.z0@f.gifu-u.ac.jp

岐阜大学学務部国際事業課国際総務室国際総務係
E-Mail: kokusaik@t.gifu-u.ac.jp

本件に関する問合せ先

（オプション）3月4日 （水） 企業見学（アッサムのバイオエタノール工場等）

1 日印協働に関する円卓会議（オンラインおよび対面形式）
大学・研究機関間 および 産業間の協働について議論する

企業展示および企業・学生交流、IITG研究施設ツアー

技術セッション
Cyber Physical マニファクチャリングへの挑戦  
ウェルビーイングの為の生命科学と化学  
食料補償（Food Security）の為のバイオテクノロジー

3月2日（月）および3日（火）

2

3

岐阜大学と IITG は、食品科学技術（修士号と
博士号）および統合機械工学（博士号）の国際
共同学位プログラム（JDP）を実施しています。
本シンポジウムは、JDPを始めとする国際協働教
育と社会変革に必要な研究開発について、インド
農村開発ならびにインド北東部（NER）開発を
加速する日印連携を議論します。
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